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jtdlt西條地区のアカマワ林土琅

(林業就験場 崗西支揚)

河田 幺 吉"岡二郎

(この詞査研戒は"林)也七踱の堂產カに窗する詞登醉宏〃Zは别留に 

行われたもので、ある。 •

Iカ、し首がら・同詞査潇宛'匕は宏密な関走！生・を有し、 また当廊究箜亿な 

いてばごのようないくつかの調査研宠の結杲之繼冬して.中弱如方、茱 

林七裏の大嬖と森林セ密の黎成にxもなう諸•槌貪の变化と生産力との飼 

株を痘求するこめを計画しているので、沏址生産力に懲する輟告'の参若 

資料としてとり洋Xめを行った。)

!はじめに

この調査硏究は昭和3ラ へ々ク年褸区行われた。3ラ年蔑の费外調 

登には丸山明雄技官(現在本場土癢調査部地賞麻宏堂員)の協力を得た 

こ/之治カ、ら蕊謝•する。 ^

瀬文内地方においては.沿岸部には主乙してせ害悪林地(とくした地) 

が.分布 い 西陸部に邊なにしたがって ' せき惡修行林地、未激在福色森 

林上に移行する。いず、んも天愆生アカマ ゝソが主乂・して分布する芥、 内隆 

部に亙むにしたがってアカマ、ソの生育疝好注るよフに思われる。

昭和3 アへ«。年度の年次穀告に時ける福山地巴のアカマ、、ノ林上喪・ 

ば上記の未果な褐色森林セの地或之代衣し、多回の画條地匹のアゴマッ 

林:L瘦は〃せ苦枣林絃行地"の蓉表•的なタイフ"筆若らせ君えている。 

Iちろんこの両君•は連統的に漸移するが•この阿者と区今する明確な根 

嫁は現在まだ、礎立する饅階に到连して、ゝなz。この森についてば分後の 

調査稀兔に街っこXにしたい〇



2.調查地域の梅寥

2 — /企:置

ふ・回調査:したアカマツ林な宏岛県賀茂郃にイ忙置する岡•條営林管爲の姓 

ケ泉、@ih、用•倉、(スヒ花こう岩地或)、仏通寺・稗皇r M<と.石英旌岩 

地或)の冬园有林に庞置する(才ノ囲参照)• 〜

グ

& Y :花こう岩

旳,:石英あ岩

A :疑ケ原园有林

B :西山 ’,

C :用念 〃

D :仏通寺 う

U :輝畠 ん

(N>

2—2気 候

年降水量 50 〜/ NFO "烈,年平均既温f/$七。わが囲とし 

てな溫煖で、・降7に堂の少・い地戚忆聲する。

2 — 3 初-

ヤ/図に示すように、母杜fよ花こう岩および・石英整である。花こっ 

岩也成の作1笑也わの台地火の尾根の平坦 へ 綬斜奇;になヤ三紀»によつ 

ておおわ壮ている部みも見られる。

2 — 之地, 衫

花こう岩地区は一暇Iこ綬斜な丘陵•性地形を形成 い 石芙務地ビはこ 

•’札に比べ札ば、やマ危戻な地形を形成,する。

2 - S林 況

この地成底主!公して大寒生.のアカマツ林に少って占めら)しているカ" 

一年［二ばヒノキ羽;左、ゝしヒノキ之下・木とし・、アカマツ之ヒ木とする二琅 

林も見られる。全験乾にアガマ、ソおよび、 ヒノキーーX くにヒノキ——の 

成長な艮好匕は函>絶)よラに•恩わ札た。

3 詞 查:方 法

調査方法はすべて"林地七姦の生産力に罔する詞查林宠〃巳同様で、あ 

った。

• I. 4 t < . ..

欧一/調奄結果

詞査した/X箇祈のアガマヽ、/林の土成の断甫彩態、丘地條•件•槌?化・ 

±?隹.理化学的性貪はキノ〜タ漫I二示すとおりで、ある。

ター2 各痙上菠の分布状態

(3>



力!a セ地保件および断面形態
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この地域で肯山腹斜面の下部から沃治I.)にかけて,一部には象3•ル"城: 

しtg の発達したA戸を商ナるBMd )型土磨の垠環び見ら札后歩、、函糸 

網・うなし\ しW^ud-€,</"‘以gn .'.・レ・< ,ノ况・ の窘達したBA型.:L度の出現す 

る場合の万が一衣;的で、あフた。これらの呻で日当去形現:を予避される 

0D (ないしEE)型五癢の宏現は会く譴めら既 5った“また、山腹 

斜面の中腹・から竜赦にかけて丁将s2な 杪A <±.<が広く分布してい 

だ。

山腹料面ト部から沢治いにか片てBA型上癒が広くな布することは• 

他の地オでば一般にな舅ら払ない特裏な土廣の分布状態にI)うべきで、、 

この地方のせき卷转行林地「對の大ゑな特徵/貝なすことが取未よう。

このようなBA坦:し瘡の宏環の原因z.いこ、筆者らはアカマツの影響 

を指摘したい.この地或には分布面積は僅かであるが、同様の地畛にお 

S

けるヒノキ人工林において天烬に侵入したアガマッを除伐してヒノキ純 

林を形成している場各にな、臨M 寒玆(/は睥 は認められ 

ず、・レル"れ 以银好にが、癸连したBd(メ>型:h應の出現が、認め 

られる。アカマツ林、ー敝にヒノキ林に比べるZ林內はかをI)明るい。 

したが、フて、アカマッ林にかいては日米の題射の影響ヒよる地表面から 

の免燥がヒノキ林より文％く、士厳の水分瑕瘡を取性にするこYか、君え

ら,しる。 ー

しカ、 しながら、ヒ述のアカマツーヒノキの二钱林になI、てもBA型 

土疲が出環する己 //よ、アカマツの外生菌根の卸響之童宴:Mすべきで、ち 

らう。

以上のよつに、 lし腹•斜面下部ガ、ら沢沿いにかけてBA理を癢か、よ現す 

るこめ点ア刀マツの澎響ガ・、尺ゑ'»ビしても、先に調登した福lLi Hk(Eにち 

いては、同様な地形におけるアカマゝソ林ではけd型:k慈が出珮していた 

こめビ比較する之、画條地巴ごは福也忽宜ではさらに一段と殮い乾炬の 

痕瘴:因子び勒響していることを示す％•のといえよう。

而條および福山両世就の気候的因子を比戲したgに、年猝水茎ちぶ 

び、年平均気温については、福山地区の方"が年絳水璽・灯烫ケ勿zが、•、こく 

にいちずるしい相、違がある、匕ま想後し链い6あるいは、 むが、剧Mし」な 

このような降水量がジい温暖な地咸亿おいて&、降水量一の多リの相違び 

乾性,の因子/して欠せく作用するのかもしれない 〇また、さらに詳細忆 

冃别に比較検計之行えば、有力な手がかりが、得ら汁るかふしれ者、>が、、 こ 

wらの蒸についての解明は算後にゆずり在点。

z2 一 3七透の分頫

この地或の山腹斜面下部へ又治いに决現する W してBA,一部 

ED以)型セ癢はいずれもA灯点兰わめてラすく、 $ cm以下多く母2 
〜ヨce程蔑に週ぎなかった。このよラならD以)型土癢をMz-8d0) 

型と療ピして分まで、 のBd (ハ 型玉囊/レて别箇に扱うヾヨかにつ「>て 

は最終的な;リ孝Xめの段昔昆即ず、リた〇 〇

(グ・>



5た、山腹斜面下部～沢沿いの豪の坂坂し\について之、同 

樣に煮終約などリオ匕あの酸暦仁ゆずるこビにするが、以下!二逮べるよ 

うに匿曇ないしか面上部に宏現する7"グ/ t BA型:t瘡と伝アカマ 

ッの簌長にいちぢるい:)相違が見られたので•一氏暫定的に前若を驟〔［) 

型.後者を0A (エ)型どして坂うことにした。

之一之植生

牙2 麦,植 生
尚函 
番ダ M 生

A 絶こラ岩地広

西ー/

(D)アカマ'、ノ S. (ds )リヨウ7、、3ゝノヨゴ、3、ヒサカキ2、ミッバ、 ッッジ2、 

ネジキ/、アセビ/、(Sh )ソヨゴ2•ミツバッッジスヒサカキ2 .
(5)イ又ッゲ、2 .アセビZ•コメッッシ/、

蹈ー Z
(D)アカぞツ5、(DS)ヒサカキ3、ミツバッッジ3、、ノヨゴ、2、コナラ/ヽ 

アセビ/・ネジキ/、6)ミツバツッジ2、アセビ2. (Gr )ヒサカキ7、

曲ー3
(D)アカマツく、(Ds)ヒサカキ3、ミッバ、ソッジ2、ネスミサシ/・コナラ/, 

イ又ヅケ、'/’アセビ、/、、ノヨゴ、/、(Sh)ヒサうキ3、ネズ、ミけシ2、 

ソヨゴ/、アセビ、/・イ又ツケ、'/、〔&)ヒ卄カキ/、

晶一N
.

(D)アカマツS. (DS )ヒサカキ3、ソヨゴ3、アセビ2.ミッバ、ッツジ2、 

イぐソゲ、2、次ジ¥/ •コバ、/ガマズ、ミ/、コナラ/、(Sh)ヒサカキ2、 

ミッバツツジ2、ソヨゴ、2、アセビ、 2.コナラ/、ネジキ/、 (S)シシガ'シラ/、

而ーS

(D)アカマツ£ゝ(D5)アセビ2、とメマシャブ、シ:2、ミツバ、ッッジ、2、、ノヨゴ2 

イ又ッゲ、/、カマツカ/、コナラ/. (Sh)•イ又ツゲ2、ミツバ、ツッジ2、 

アセビ/・コナラ/、ソヨゴ'/、G)ネザサ/

'M— L>
(D)アカマツ5. (D5)ヒサカキS、'ノヨゴ3、ミッバ、ツツジ:3、タカノツメ /、

(Sh)ヒサカキ3ゝミッバ、 ツツジ2、アセビ/、ネザサ/、ムラサキシキフ、' +

通一ク

(D)アカマツ・、(Ds)、ノヨゴ2.コナラ/、 〔S九)ソヨゴ2、ミッバ、 ツツジ2、 

ヒサカキョ、ナツハゼ、'/、アセビ/、コナラ/ け)ネザ、サ3、ヒサカキノ・ 

アセビZ, /yvケ、、］、コシダ十__________________________________

B 石荚茹岩地に

(D)アカマツ攵 缶めリョウブ3、ソヨゴ、3アセピュヨナラNミツバ、 ッツジ2、 

ッベキ/、ネズ、ミサシノ、(5h)ヒザカキ2、リョウブ'2,アセビ'2コナラ/. 

ミツバツツジ/、ヅバキ/ (Gr)ヒサカキ/.

& - 7

Cd)アカマツぐ、(£)5 )リヨウ?''3 .ソヨゴ、3.コナラ2、アセビ2、ヒサカ年2 

ミッバ、ッッジノ・ネジキ/・ネズ、ミサシ・/. (Sh)リョウブ、2.アセビ2.ミツバッッジ2、 

イマッケ、'2.ネヅキ/、コナラ/衆スハサシ/、 匕けカキ/

面! ーノQ
(D)アカマツ,、 ヤマサ、、クラノ. (D5)ヒサ・カキタ、ソヨゴ、2、ウラシdノキN 

アセビ/、コナラ/、 (5h)ヒサリ年3.アセビノ、ミツバ、ッ、、ノラ］(&)アセビ/’、 

ヒサカキノ、シシカ、'シラ十‘ヤブコウジ十

而ー//
(D)アンマ、ソぐ、(DS)ミッバ、ツツジ3、ソヨゴ、2、ヒ司カ年2、リョウブ、/ 

ウラジロノ全/、 (Sh)アセビ［、ヒサカキ:2、ミツバ'ツツジ/

iHj -/2

(D)アカマッ«・ヒノキ3、 (sh)ヒすカキ2.シラカシ/アカシヂ、/' 

卞ス、'ヾ七, /.ぐソベ'ツッジ、 2.ヽ、ノバ+2. "アフ、、ラチャン2、ママザクラノ、 

ママウノレシ/. (Gr)ティカカズ、ラ十

ーノ3
(D)アウマ、、ノ 3.ヒノギ・、(DS、)'/mコ、、フ リョウ7° 2. (Sn)ヒサカキ3、 

ミッバ、、、/ッジ2 '/ヨゴ、2. &)コシダ、3、ヒザカキ2、アセビ/

(D)アカマッ女・ヒ/キ3 怎h)ハ)ウヅギ、2、•ネズ、ミ芭+ 2.アセビ/、

ャフ、、コウジ/、、ソ儿,シギミ十•ヒ立カキ・十 ナッツバキ十 ツケ、'+ ソヨゴ、十

コナラ十、(5>テuカズラ+

近一/令
(D)アカマッ大、(D5 )ヒサカ¥2 ソヨゴ2. T-tzビノ ミッバ、 ツツジ、 /、 

ヤマ丸レシ十.(Sh)ミソバッッジ2 ナッ,ゝぜ/、ソヨゴ/ ■・セ.ビ/、

十N表に示すように、下石植坦にしてはリョウブ、、ノヨゴ、、アセビ、 

ネジキ、ミツバッツジ、ヒサカキ尊の乾柱型の植生が玄く・分布していた。 

斜面下部〜沢沿いのBAないしBdU)型セ廉 の下・万植生も、山矇斜面 

中腹〜尾根のBA型丈癢匕相並は見られなかフた。

灰Eのように下・号植生の面ごもこの地域点強い鼓校の影響下にあるこ 

とを示レている/いえよう。
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西ー/

站3

BD(d)沽ーg

汕ー7

才3衰に示すように、花こラ岩地匠の七癢はS&LないしSLが多く、 

これに針して石英斑•岩地区の五瘡は、CLないし下cが歹•かった。

全駁的I二花こう岩地ぬに比べるZ石荚斑岩他巴が埴賛で参フた二Z」オ、 

毋材・の相違を反映しているEいえよう。
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沖4衰に示すように、各廚・画提ず％も孔隙堂は少・くな癘組成IZお1、て細也 

の占める劉各はかなり大苦く、未梁ないわ应る"ワまり型の土慶であった。

孔陵組Xの面でピ、花ニラ岩地のの土薇は全級的に疽孔祿が細求陳よ!)乡 

く、石笑诳岩地区の土村債玄対に短孔際は火く、細乱隙が争かった。また 

军K检は花こう岩地匹の土破のテが全驟的に石荚谜岩地医の:t破より大きく
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自杰状態の’理学的/生賞 

帝4. <自熙状態の理学的性貪
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孔複組’我の相達と年童性を示した。

これらの諸馬は明りよつに田材料の招壤の•影響之示すにいえよう"・ 

滾水徃についてな、沱こう若地区の土瘡なM くに震好とはいえ立いか、、 

石荧蔥岩把区のこ展では不甚匕いえよう。z < r .後着に古、、、てばメタ 

)ール您短を必要Yする土痕状をかった"これらの制理,を行!〇・、ゝ場合、 

に目、邊永性のき！つめて不技な場各ー-底とん.匕、•透水しないーび、多かった。

"ー ケ化厚豹桂質

E \ 麦 化学豹徃竇
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ォぎ衰に示したように、金微的に.各、セ履いずれも腐植の含有幸はい 

ちずるしく修く、C — M率はいちぢるしく大区かった。また、置换宓量 

也ノ］、さかった。 '

表序±.にあける置換桂己"お、よび、钮和度はか盲り幅の広い友化を示 

してい・たが、全歌的には修、い場合が多かった。實換,酸度および、 pHに示 

さ拓るように.•各土喪はいず他もかをり酸徃は殮がワた。

一部の表灯土ではpH ( Kぐ財 2頂〜晚ぐのいちぎるしい疑酸住 

を示・した場合ガ、恩ら札た.。

この凉因直明らカ、で、捋加>が、このよラな現象はいず札・の埸合もKC. £ 

浸出液は黄潜色を呈し、有桟物によフて殓く着色されていたJ昜合にだけ 

認められた。したがフて、ヱれらの勝合、に・は、可瘩性(Kc e可•瘩)の有 

棧物の影奪米予想％れた。

沢沿・い へ・飼面下部に分布するうA型五慮ビ尾根、に狀現ナるB A型七 

宏之、¥れや、れ同じ山履斜面ないい!痿地ごとに比蛟ナふピ、 前者は後 

者に比べて袤う士・のc ー〃 率在明りように)〕、さく•斜面地形の影響を 

示していたが、、逐渙牲ぐ々および館組淒さ渚に蒿e道を示さな・がつ 

た。Sた、pHにフいても必ずしも許者のオが後者より高7Zはいえな 

力、った。

、二のように、PH ・置痍由塩基飽和度については、斜・面地畛の影響・あ天 

暁していない場合邑レ<有力、フた。

E アカマツの睥・地枇指竣曲線

£ - /結果

各詞・咨林公におけるアカマツの淑度お、よび標準木の樹矜折解に基づく 

地血指数曲線はキg表お、よび、才2図に示すとお•りであった。

<,め





才 b表アガマッの狀長

响齢 セ琏型 林令 人辻本敎
<Ka 当) 魅 直径

(〇1)
有積 
31を n)

A 花こう岩地区

西ー/ BD(cl) 河 /^2〇 /久/ /3 27?

届—2 BD(以岫 S2 /めb ノ 3.7 2。 56

® —3 EA(i) g 3S" 〃々 // /*

曲一 N BA(ロ) 紗 ノ 22妃 /?./ 2/ W9

西ーぐ BA (I) 妇 2〇&0 /3.G /ク 23^

而一b BD(d)へB醐 怨4 S * 37^

55 ーク BA(I) 必 4313 /〇.? // 2忽

B石荚旌岩地区

西ー・ BA CV 4 0 ク勺。 /* フ么 2必

価ーヮ BA (D 右/ 28心 Z〇3 /? /*2

沥ー/〃 洗0) So / E国 巧2 2/ 3クg

西 Z/ BA⑴ 弗/* /23 /£ 3歯

面-/2 BA (E) 糸 36? * 据 27J

面一/、? BA⑴ 以 Z〇2 / N< 23//

面一/〃 邮)〜财但) 30 舟 心 23 23?

初一/$ BA (I) ?〇 2032 容 2/ g

$ _ 2 アカマツの駅長および、地敬指数

石芙诳岩地!^の建根型のBA型セ瘩に鬲する,のらf N0、ノ/、/S心 

び/どの標準木の糧高板長は、樹令"年生で、3へ8叫に過ぎずー 

凶くにタmf./3および、/ぐー冥常に.爪さかった。これらの林分のア 

うマ、ソの成棗は不艮であったが•樹令タ“年以後な如 年区前の樹・蒿 

茨長に比べ:る5料り瘠大していたこZな、アカ須、ソのス長経理Xし 

てばかをり冥常志ものどいえよラ。ー

これらの碌四在响ら力、にし得をかった米.これらのヨ林みはー,芯あ舌 

資料として提示するに/ごめ、以下の若案力、らな除外することにした。

<ノQ



s — a アカマツの成長におよぼす奨の士疲因子の影響

この域方・にむけるア刀マツの地也指数(如 拒会榭高,皿、は./つ〜2/ 

で、あった。毋林利に更る/•巷こう岩她匹はノQ〜/»•石英斑岩地な之

/ク〜2/で、あっだ。

各セ废因孑と地危指数ビ刀阁係な牙3図に示すとおりで、あった。

ォヨ図冬建の土癢因子とアカマッの成長の罔係
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尤癢型(斑形的因子)とアカマ、ソの成長は明))ような阙連检を示した。 

沃沿いないレ山復斜面T・部のBD以>および、BA型_±.喪(地危指敬/§〜 

2/?辻尾穗左いし山腹斜面E郞にべ現する型士亵(地"数/ク 

〜/2に比べるめ明りように良好右成畏之示レ左“

決治いないし山腹斜痼下•部に宏現ずるBE)および、BA型セ瘪の间 

でせ地位指軸の相愛は見られなかフた。

¥の他の表与セのぐ一 AZ率、遭渙性:G久および、Mg鸵和度•?H尊 

はいずれもアカマッ・の成長•との向に明りような南連イ生を示さな力、った。 

これらの点は.新述のようにこれらの祀学的桂!負が地形的因子と罔連座 

を示さな右、った藏から見て当然予懇之れた点で、あフた“

IX上のように、この地方のアカマツの満長ば:し廉也ないし地澎的因子 

の影智によって支配されるめいえよう。

Qの


